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こ
こ
は
多
度
川
中
流
に
あ
る
多
度
峡
の

南
側
、
た
め
池
で
あ
る
み
ど
り
ヶ
池
周
辺

に
自
生
す
る
、
日
本
で
最
大
級
の
イ
ヌ
ナ

シ
群
落
で
す
。

　

三
重
県
内
で
は
「
イ
ヌ
ナ
シ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、標
準
和
名
は「
マ
メ
ナ
シ
」

で
、
野
生
の
ナ
シ
の
仲
間
で
す
。
イ
ヌ
ナ

シ
は
、「
東
海
丘
陵
要
素
」
と
よ
ば
れ
る
伊

勢
湾
周
辺
を
中
心
に
生
育
す
る
植
物
で
、

イ
ヌ
ナ
シ
は
、愛
知
・
岐
阜
・

三
重
の
一
部
に
だ
け
自
生
す
る

植
物
の
一
種
で
す
。

天然記念物とは

http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/bunkazai/about/tennen.htm
「天然記念物」三重県教育委員会HP

　貴重な自然で、学術上の価値の高い
動物、植物、地質・鉱物などを、国や
地方自治体が「文化財保護法」や条例
で指定したものをいいます。
　国指定天然記念物のうち、世界的また
は国家的に特に価値が高いものには、
特別天然記念物とされるものが
あります。 



保全活動前

保全活動後

　

昭
和
30
年
頃
の
こ
の
土
地
は
、
薪
炭
林

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
日
当
た
り
も

よ
く
、
イ
ヌ
ナ
シ
の
生
育
に
最
適
な
環
境

で
し
た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
里
山
に
生
え
て
い
た
コ
ナ

ラ
・
ク
ヌ
ギ
・
ア
カ
マ
ツ
な
ど
は
薪
炭
材

と
し
て
の
利
用
価
値
を
失
い
、
放
置
さ
れ

る
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
度
の
イ
ヌ
ナ
シ
自
生
地
は
、
昭
和
31

年
に
「
県
指
定
の
天
然
記
念
物
」
に
な
り

ま
し
た
が
、
絶
滅
の
恐
れ
が
極
め
て
高
い

と
し
て
、
平
成
16
年
に
は
、「
三
重
県
指
定

希
少
野
生
動
物
種
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
、
地
元
の
「
多
度
自
然
育
成

の
会
」
と
市
や
県
が
協
働
し
て
、
本
格
的

な
保
全
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

葛
山
さ
ん
「
イ
ヌ
ナ
シ
を
保
護
し
な
け

れ
ば
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
保
全

活
動
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
地
権
者
を

含
め
、
地
域
の
人
や
行
政
、
た
く
さ
ん
の

人
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。」

そ
の
個
体
数
は
現
在
、
東
海
三
県
で
450
株

強
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
る
や
か
な

谷
湿
地
な
ど
に
生
育
し
、
比
較
的
明
る
い

環
境
を
好
み
ま
す
。

　

葛
山
さ
ん
が
初
め
て
イ
ヌ
ナ
シ
と
出

会
っ
た
の
は
、
高
校
生
の
時
で
し
た
。　

当

時
は
た
く
さ
ん
の
株
が
林
立
し
、
純
林
に

近
い
イ
ヌ
ナ
シ
の
群
落
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
。
イ
ヌ
ナ
シ
の
花
が
咲
く
季
節
に
は
、

こ
の
地
を
訪
れ
、
豊
か
な
多
度
町
の
自
然

に
魅
せ
ら
れ
て
、
植
物
へ
の
愛
着
が
募
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
「
希
少
な
イ
ヌ
ナ
シ
を
保
護
し
て
い
く
う

え
で
、
多
度
の
イ
ヌ
ナ
シ
自
生
地
は
重
要

な
個
体
群
で
す
。」
と
葛
山
さ
ん
。

　

東
海
三
県
に
分
布
す
る
イ
ヌ
ナ
シ
の
遺

伝
子
構
造
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
多
度
の

個
体
群
は
県
内
各
地
の
個
体
と
は
異
っ
た

遺
伝
子
組
成
を
も
ち
、
愛
知
や
岐
阜
の
グ

ル
ー
プ
と
も
ち
が
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
谷
部
に
あ
り
、
他
と
の
交
雑

が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

同
じ
種
類
の
植
物
の
中
で
も
、
多
様
性

（
遺
伝
的
多
様
性
）
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
多
度
の
イ
ヌ
ナ
シ
固
有
の

遺
伝
子
構
造
を
、
変
わ
ら
な
い
ま
ま
残
し

て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

イ
ヌ
ナ
シ
の
保
全
活
動

　
【
保
全
活
動
前
】
自
生
地
周
辺
の
地
面
は
草
木
が

生
い
茂
り
、
日
当
た
り
や
風
通
し
が
悪
く
、
他
の

樹
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
イ
ヌ
ナ
シ
の

成
長
を
妨
げ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
【
保
全
活
動
後
】
日
照
や
通
風
を
さ
え
ぎ
る
草
木

を
伐
採
し
、
自
生
地
内
の
富
栄
養
化
の
原
因
と
な
る

倒
木
や
落
枝
な
ど
を
除
去
し
ま
し
た
。

　

イ
ヌ
ナ
シ
は
果
物
の
ナ
シ
の
原
種
で
、
バ
ラ
科
ナ
シ
属

の
落
葉
樹
で
す
。
４
月
初
旬
に
は
、
小
さ
く
て
可
憐
な
白

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

３
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地
元
で
自
然
保
護
活
動
を
展
開
し
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 
多
度
自
然
育
成
の
会
」
と
地
権
者
の
加
納
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
「
イ
ヌ
ナ
シ
の
花
を
見
る
会
」
の
よ
う
す
。
下

草
刈
り
作
業
の
後
、
み
ん
な
で
イ
ヌ
ナ
シ
の
お
花
見
を

楽
し
み
、
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
す
。

実の表面には、
ナシ独特の皮目
と呼ばれる斑紋
があらわれます。

サクラに似た花
が咲きます。

成木になるとふ
つうの楕円の葉
になります。

自生地内では 50
～ 60 センチ高の
稚樹も見られるよ
うになりました。

葉先が三叉にわ
かれていること
が特徴です。

球形で直径１セ
ンチ前後の実の
なかに種があり
ます。

イヌナシの新し
い世代が誕生し
ます。

実

発芽実生
み　しょう

花

種稚樹
ち　じゅ

成木
せい ぼく

　

多
度
の
イ
ヌ
ナ
シ
自
生
地
の
面
積
は
、

約
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。
そ
こ
に
45
株
が

群
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
将
来
に
わ
た
っ
て
、
こ
こ
の
イ
ヌ
ナ
シ

個
体
群
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
遺
伝

子
群
の
成
り
立
ち
か
ら
み
て
、
常
に
最
低

100
株
以
上
の
成
木
が
健
在
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
あ
る
。」と
葛
山
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　

保
全
活
動
を
開
始
し
て
７
年
、
今
で
は

た
く
さ
ん
の
実
生
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
確
認
し
た
実
生
に
は
、

踏
ま
れ
な
い
よ
う
に
目
印
を
つ
け
、
下
草

み   

し
ょ
う

を
刈
っ
て
、実
生
の
成
長
を
見
守
り
ま
す
。

　

保
全
に
関
わ
る
人
た
ち
が
「
か
け
が
え

の
な
い
価
値
」
を
共
有
し
、
地
域
の
財
産

と
し
て
、
イ
ヌ
ナ
シ
を
守
っ
て
い
こ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

葛
山
さ
ん
「
生
存
競
争
に
負
け
て
枯
れ

て
し
ま
う
実
生
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
然
に
ま
か
せ
、
残
っ
た
も
の
を
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。」

　

希
少
な
イ
ヌ
ナ
シ
の「
天
然
更
新
」を
促

し
、
今
は
ま
だ
小
さ
い
実
生
が
、立
派
な
成

木
へ
と
成
長
す
る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

み   

し
ょ
う

参考　みんなでまもろう国指定天然記念物「多度のイヌナシ自生地」桑名市教育委員会

たね

はつ  が

み

はな

はん  もん

イヌナシの天然更新



必
要
で
す
。」

　

具
体
的
に
は
、実
や
種
や
実
生
を
持
ち
出

し
た
り
、持
ち
込
ん
だ
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、『
指
定
地
か
ら
半
径
１
キ
ロ
以
内

で
ナ
シ
属
の
植
樹
、栽
培
す
る
こ
と
』
や
『
当

該
天
然
記
念
物
の
集
水
域
を
汚
し
た
り
、
水

脈
を
絶
つ
こ
と
』
な
ど
、
イ
ヌ
ナ
シ
の
保
存

に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
み
な

さ
ん
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
生
態
系
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
生
物
多
様
性
」を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。「
生
物
多
様
性
」が
保
た
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、私
た
ち
人
間
は
自
然
か
ら
多
く

の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
ま

ず
は
身
近
に
あ
る
自
然
と
の
関
わ
り
方
を

見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
葛

山
さ
ん
に
は
あ
り
ま
す
。

　

保
全
活
動
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
が

実
生
を
見
つ
け
る
と
す
ご
く
喜
ぶ
と
い
う

お
話
を
葛
山
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

見
つ
け
た
実
生
に
目
印
を
つ
け
、
自
分

の
名
前
を
書
い
て
お
く
そ
う
で
す
。
１
年

後
、
ど
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
た
か
を
見
に

や
っ
て
来
る
そ
う
で
す
。
将
来
に
希
少
な

イ
ヌ
ナ
シ
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
絆
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

葛
山
さ
ん
「
今
後
は
案
内
板
や
観
察
路

を
整
備
し
、
多
く
の
人
に
観
賞
と
保
護
を

呼
び
か
け
た
い
。」

　

イ
ヌ
ナ
シ
の
花
が
見
頃
を
迎
え
る
４
月

初
旬
。
１
年
で
最
も
華
や
か
な
イ
ヌ
ナ
シ

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
然
記

念
物
「
多
度
の
イ
ヌ
ナ
シ
自
生
地
」
を
訪

ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
生
態
系
を
守
る

　

実
生
の
生
育
状
態
を
観
察
す
る
葛
山
さ
ん
。
実
生
の
生

育
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
、
今
後
も
観
察
と
育
成
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

葛
山
さ
ん
の
想
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５

参
考
「
三
重
県
指
定
天
然
記
念
物  

多
度
の
イ
ヌ
ナ
シ
自
生
地
保
護
計
画
」

写
真
提
供  

桑
名
市
教
育
委
員
会

桑名市教育委員会事務局文化課　TEL  0594-24-1361

天然記念物イヌナシ観察会
～自生地の保全について～

４月16日（土） 10：00～13：00
（雨天時は室内でお話を聞きます）

日　 時

集　 合
講　 師
募集人数

多度峡駐車場　10：00集合
石神教親 氏（桑名市教育委員会事務局文化課）
18 歳以上の方 20 名程度　※先着順

参加者募集！
参加無料

主催：三重県環境学習情報センター

申込み・お問合せ　三重県環境学習情報センター
詳しくは
HPで！

「多度のイヌナシ自生地」についてのお問合せ

　

イ
ヌ
ナ
シ
は
虫
媒
花
と
い
っ
て
、
主
に
昆

虫
に
花
粉
を
運
ん
で
も
ら
い
、
受
粉
を
お
こ

な
う
花
で
す
。
自
生
地
内
の
昆
虫
も
イ
ヌ
ナ

シ
を
取
り
巻
く
生
態
系
の
一
部
で
あ
り
、
昆

虫
が
育
つ
環
境
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

葛
山
さ
ん
「
イ
ヌ
ナ
シ
だ
け
を
守
る
の

で
は
な
く
て
、
イ
ヌ
ナ
シ
が
生
育
す
る
、

こ
の
地
域
の
生
態
系
を
維
持
す
る
努
力
が

ち
ゅ
う 

ば
い   

か

た

　

イ
ヌ
ナ
シ
自
生
地
の
生
物
た
ち
。「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
卵
塊
」（
上
）。「
オ
オ
ミ
ズ
ゴ
ケ
」（
左
）。

ら
ん 

か
い



こども
エコクラブとは

幼児から高校生まで誰でも参加できる環境活動のクラブです。
こども達の興味や関心に基づいて、身近な地域の中でできる
活動に自由に取り組みます。
仲間が集まればどんなグループでも「こどもエコクラブ」として
登録して活動を始めることができます。 こどもエコクラブ イメージキャラクター「エコまる」

写真①クリーン大作戦

写真②水生生物調査

写真③環境ポスター展

http://www.ecoclub.go.jp

　

川
島
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、い
ま
か
ら

６
年
ほ
ど
前
に
、川
島
地
区
の
中
ほ
ど
を
流

れ
る
鹿
化
川
や
周
辺
の
里
山
を
中
心
と
し

た
自
然
環
境
の
保
全
活
動
や
ゴ
ミ
分
別
な

ど
の
環
境
学
習
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
目

的
で
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
環
境

部
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、私
た
ち
の
身

近
な
自
然
を
大
切
に
し
た
り
、環
境
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、次
の
よ
う
な
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

◇
２
月
21
日　

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
回
収
ク
リ
ー

ン
大
作
戦

　

各
自
の
自
宅
か
ら
川
島
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
、歩
い
て
道
路
や
水
路
、公
園
や

空
き
地
、川
な
ど
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
空
き

カ
ン
、空
き
ビ
ン
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を
回
収
し
分
別
し
ま
し

た
。そ
の
あ
と
は
環
境
啓
発
ビ
デ
オ
を
み
ん

な
で
見
て
生
活
環
境
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
川
島
地
区
が

好
き
に
な
り
、そ
し
て
、生
活
し
て
い
る
環

境
を
少
し
で
も
よ
く
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
３
月
20
日　

里
山
植
物
観
察
会

　

鹿
化
川
沿
い
に
歩
き
、川
や
田
ん
ぼ
の
あ

ぜ
道
に
生
え
る
野
草
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

元
中
学
校
の
生
物
の
先
生
か
ら
植
物
に
関

す
る
話
を
聞
き
、特
に
、食
べ
る
こ
と
の
で

き
る
野
草
を
勉
強
し
て
、少
し
採
集
し
、天

ぷ
ら
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
７
月
25
日　

鹿
化
川
の
水
生
生
物
調
査

　

鹿
化
川
の
水
質
調
査
を
行
う
た
め
、水
生

生
物
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。毎
年
つ

づ
け
て
い
る
活
動
で
、今
回
は
Ⅱ
で
き
れ
い

な
方
か
ら
２

番
目
の
結
果

と
な
り
ま
し

た
。ヨ
シ
ノ

ボ
リ
や
モ
ク

ズ
ガ
ニ
、ト

ン
ボ
の
ヤ
ゴ

も
い
ま
し

た
。

◇
10
月
３
日　

野
鳥
観
察
会

　

鹿
化
川
周
辺
の
里
山
を
飛
び
回
る
野
鳥

の
観
察
を
行
い
、野
鳥
の
会
の
先
生
か
ら
、

野
鳥
の
食
べ
る
も
の
と
く
ち
ば
し
の
関
係

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。　

◇
11
月
７
日　

環
境
ポ
ス
タ
ー
展

　

川
島
小
学
校
の
４
年
生
に
環
境
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
画
い
て
も
ら
い
、川
島
地
区

文
化
祭
に
お
い
て
、来
場
さ
れ
た
方
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こどもエコクラブこどもエコクラブ
～三重県のこどもエコクラブ活動紹介～

�
�
�
�
�
活
動
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

子
�
�
�
伝
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

川島こどもエコクラブ
（四日市市）

・会員数45 名　・サポーター数18 名

・クラブの構成　地域のクラブ

・代表サポーターの森さんに聞きました

●入会費・登録費無料
●お問い合わせは
環境学習情報センターまで

がんばって

います！
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環境
活動の

PRができる！ 今月の企画展示今月の企画展示
　「四日市ウミガメ保存会」は2009年の１月より、四日
市市楠町の吉崎海岸で、毎月第１日曜日に清掃活動
を続けてきました。それは、ウミガメの産卵ができる環
境つくりのためです。
　始めは参加者も少なかったけれど、今は平均60人
を超えています。時には150人というときもあるほど。
そんなメンバーが歓喜に沸いたのは、今年７月。ウミ
ガメの産卵が確認されたのです！ 新聞にも掲載され
たように、９月には無事孵化しました。
　明和町や紀宝町は毎年ウミガメの産卵があり有名
ですが、四日市市では７年ぶりです。日頃の地道な活
動に、ウミガメが答えてくれたのですね。

１２月 四日市ウミガメ保存会

株式会社東芝セミコンダクター社
四日市工場

伊賀ふるさとギフチョウネットワーク

第四管区海上保安本部

桑名市教育委員会事務局文化課

2011年度 今月の企画展示
展示予定

４月

５月

６月

７月

８月

以降…

出展者募集中！
センター／三浦まで

募集中

大
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
、「
か
ん
き
ょ
う
川
柳
」の
募
集
！

三
重
県
内
か
ら
、1,246
句
も
の
応
募
を
頂
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
れ
も
力
作
ば
か
り
で
、選
考
に
は
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、以
下
の
様
に
決
定

し
ま
し
た
。

優秀賞入選

小
・
中
学
生
の
部

最優秀賞

優秀賞入選

高
校
・
一
般
の
部

最優秀賞

はみだしNEWS：メルマガ登録者をE-mailで募集中。氏名（ふりがな）、
mailアドレスを明記し、info@eco-mie.comまで送信してください。

�
�
�
�
�
川
柳
�
私
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

入
賞
者
発
表
！

川
�
�
�

米
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

伊
藤　

菜
美
（
い
な
べ
市
立
藤
原
中
学
校
）

岡
本　

望
（
亀
山
市
立
井
田
川
小
学
校
）

給
食
�

残
�
�
食
�
�

�
�
�
�
�

堀　

啓
佑
（
四
日
市
市
立
楠
小
学
校
）

�
�
�
�
�

集
�
�
団
�
�

電
気
�
�

捨
�
�
�
�

�
�
�
�
使
�
�

�
�
鉛
筆
!!

前
川　

紗
奈
（
津
市
立
美
里
中
学
校
）

筒
井　

里
奈
（
多
気
郡
多
気
町
松
阪
市
学
校
組
合
立
多
気
中
学
校
）

�
�
分
�
�

私
�
流
行
�
�

仕
分
�
人

�
�
�
�
�

財
布
�
�
�
�

�
�
�
�
�

徒
歩
�
行
�

買
�
�
�
�
�
�

無
駄
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

布
�
�
�
�

�
�
涙

大
�
�
�

野
菜
�
�
�

窓
�
�
�

再
生
品

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

永
井　

あ
か
ね
（
伊
賀
市
）

大
矢　

綾
子
（
四
日
市
市
）

清
水　

真
千
恵
（
津
市
）

林　

佳
奈
（
三
重
県
立
明
野
高
等
学
校
）

則
竹　

智
加
子
（
四
日
市
市
）

※敬称略

環境学習情報センターに来館してくれた小・中学校 環境学習情報センターが訪問した小・中学校
四日市

ようこそ！＆訪問しました 三重県環境学習情報センターでは社会見学・
環境学習の受け入れを行っています。

楠小学校（５年） 松阪 松尾小学校（１～６年）

12～
３月

７

三重県環境学習情報センターキャラクター 「エコぞう」



三重県環境学習情報センター 

（059）329－2000
（059）329－2909
in fo@eco -mie . com
ht tp: //www.eco -mie.com 
１月４日～12月28日まで
（12月29日～１月３日まで休館）
午前９時～午後５時30分
無料　※お気軽にお越し下さい    

Ｔel
Ｆax
Ｍail
HP
開館日

開館時間
入館料

〒512-1211 三重県四日市市桜町3684-11 

近鉄菰野駅からタクシーで10分、
東名阪四日市I.C、
鈴鹿I.Cから車で15分

講座NEWS

イオンタウン

サンクス

鈴鹿山麓
リサーチパーク

シェル

近鉄湯の山線

東名阪
自動車道

Ｒ477（湯の山街道）

菰野駅

四日市
スポーツランド

環境学習情報センター

Ｒ
３
０
６ 鈴鹿IC

四日市IC

【看板】
鈴鹿山麓
リサーチパーク

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

環境学習情報センターの講座情報

講座内容は、都合により変更になる場合があります。

PICK UP

主催講座を出前講座としても実施できます。詳しくはお電話下さい。

学校の先生の場合

編集後記：２月初旬、雪が残る多度の自生地で表紙撮影が行われました。私はインフルエンザで参加できませんでしたが…。この春には、花満開のイヌナシを見てみたいです。撮影：清水 英喜／編集・ライター・デザイン：後藤 綾水

２～３時間の研修に
ご利用ください。

地域NPOの場合

メンバーのレベルアッ
プにご利用ください。

自治体の場合

市町での環境活動を
増やすキッカケ作りに
ご利用ください。

環境リーダーを養成する講座がお近くで開催できます。

定
予
座
講

講座・イベント名 開催時期

４月16日

講座・イベント名 開催時期

平成23年度　講座・イベント予定

「天然記念物イヌナシ観察会」

４月23日、５月14日「生物多様性の考え方」

９月17日、12月10日
２月４日

インタープリター養成講座

６月４日、11日、18日
７月９日、16日、30日

８月に７～10回

環境基礎講座（全6日間）

夏休みこども環境講座

こども環境講座

環境工房

５月13日、９月16日ヒヌマイトトンボに関する環境セミナー

ヒヌマイトトンボ観察会

12月以降

７月２日

環境学習リーダー養成講座

９月23日、24日、25日自然観察指導員講習会

11月頃星空案内人養成講座

５月22日野鳥観察会～春編～

７月23日、24日

４月30日、５月１日

Mieこどもエコフェア

春のキッズエコフェア

年３回秋以降プロジェクト・ワイルド エデュケーター養成講習会

展示ホールが　リニューアルオープンしました！

スキルアップ講座

スキルアップ講座

「利己的な遺伝子」スキルアップ講座

５月15日、21日、28日
６月５日

７月31日、８月21日
９月11日

５月、９月、12月

PLT指導者養成セミナー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　３月１日、展示ホールがリニュー
アルいたしました！
　「地球温暖化」、「森林」、「水環境」、
「ごみ」、「生物多様性」の５つのテーマ
にわかれています。それぞれ「地球とわ
たしのつながり」について、触れて学ぶ
展示スペースになっています。
　どなたでもご自由に見学していただ
けます。また、小学校の社会見学など、
団体での利用申込もお待ちしています。
　このほか三重県環境学習情報セン
ターでは、各種環境講座のお申込みを
受付しております。センターでの開催、
各地に出前での開催が可能です。こち
らもお気軽にお問合せ下さい。

展示ホール

エコ宣言ステージ 地球からのメッセージ
正面入口
しょうめん いり ぐち

ロビー 中庭
なか にわ

三重県　環境　学習 検索
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